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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の平板における相対向する一面にはそれぞれリード角が相互に反対方向の雄ねじ棒
を突設すると共に他面にはそれぞれキャスター付き機器の底面と床面とに対する粘着手段
として粘着性を備えた板状体を備えさせ、一方、筒状体の各端には各雄ねじ棒の雄ねじに
対応する雌ねじを備えさせ、各雄ねじ棒を該筒状体の各端に螺合させ、以て該筒状体を回
転させることにより各平板が相互に接離する方向に動くようになし、
　固定具をキャスター付き機器下方の床面上における適宜の位置に置いた状態で筒状体を
回転させることにより、前記一対の平板がそれぞれキャスター付き機器の底面と床面とに
前記粘着性を備えた板状体により固定され、キャスター付き機器の荷重がキャスターにか
からないようにした状態でキャスター付き機器が床に固定され、以て地震発生時にキャス
ター付き機器が床上を暴走し、或いは暴走した後転倒することを防止し、
　更に、固定具を取り付けた後、キャスター付き機器を再びキャスターにより走行させる
必要が生じた場合には、前記筒状体を所定の方向に回転させることにより前記各平板を相
互に接近する方向に動かして、固定具を取り外すことができるようにしたことを特徴とす
るキャスター付き機器の固定具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、キャスター付き機器の固定具に関するものであり、特に、地震発生時に、Ｏ
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Ａ機器、医療機器、精密機械、耐火金庫、冷蔵庫、仮設重量物その他のキャスター付き機
器が暴走し或いは転倒することを防止するために、該キャスター付き機器を床面に固定す
るようにした固定具に係るものである。
【背景技術】
【０００２】
　地震発生時における家具の転倒を防止するために、家具を壁面に固定するようにした固
定具（以下「従来の固定具」という。）は、特開平１１－７５９７５号公報等により開示
されている。
【０００３】
　従来の固定具は、家具の上面又は側面に取付片をねじ止め固定し、壁面に固定部をねじ
止め固定し、該取付片と固定部とをばねにより連結してなるものである。
【特許文献１】特開平１１－７５９７５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかるに、上記従来の固定具は、下記の理由により、キャスター付き機器の固定手段と
しては使用しがたいものである。
【０００５】
（イ）キャスター付き機器は金属製のものが多いが、金属製のキャスター付き機器の上面
又は側面に取付片をねじ止め固定することは困難である。
【０００６】
（ロ）キャスター付き機器は、必ずしも壁面に近接した状態で使用されるわけではないた
め、キャスター付き機器を壁面に固定することは適当でない。
【０００７】
（ハ）キャスター付き機器は、キャスターを備えているため、キャスター付き機器を上記
固定具により壁面に固定しても、地震発生時にはキャスター付き機器が転倒するおそれが
ある。
【０００８】
　キャスター付き機器は、地震発生時に、床上を暴走し、或いは暴走した後転倒するおそ
れがある。特に、医療機器の使用中に地震が発生した場合には、該医療機器が暴走し、転
倒するという極めて危険な状態が惹起される。この危険は、キャスターを回転不能にロッ
クしただけでは回避することができない。
【０００９】
　このような状況に鑑み、本発明は、キャスター付き機器を床面に解除自在に固定するよ
うにしたキャスター付き機器の固定具を提供しようとしてなされたものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するために、本発明は、下記のキャスター付き機器の固定具を提供する
ものである。
【００１１】
（１）一対の平板における相対向する一面にはそれぞれリード角が相互に反対方向の雄ね
じ棒を突設すると共に他面にはそれぞれキャスター付き機器の底面と床面とに対する粘着
手段として粘着性を備えた板状体を備えさせ、一方、筒状体の各端には各雄ねじ棒の雄ね
じに対応する雌ねじを備えさせ、各雄ねじ棒を該筒状体の各端に螺合させ、以て該筒状体
を回転させることにより各平板が相互に接離する方向に動くようになし、
　固定具をキャスター付き機器下方の床面上における適宜の位置に置いた状態で筒状体を
回転させることにより、前記一対の平板がそれぞれキャスター付き機器の底面と床面とに
前記粘着性を備えた板状体により固定され、キャスター付き機器の荷重がキャスターにか
からないようにした状態でキャスター付き機器が床に固定され、以て地震発生時にキャス
ター付き機器が床上を暴走し、或いは暴走した後転倒することを防止し、
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　更に、固定具を取り付けた後、キャスター付き機器を再びキャスターにより走行させる
必要が生じた場合には、前記筒状体を所定の方向に回転させることにより前記各平板を相
互に接近する方向に動かして、固定具を取り外すことができるようにしたことを特徴とす
るキャスター付き機器の固定具。
【発明の効果】
【００１２】
　複数個の固定具を所定の位置に取り付け、キャスター付き機器の荷重がキャスターにか
からないようにした状態でキャスター付き機器を床に固定したときには、キャスターはそ
の働きを失う。従って、地震発生時に、キャスター付き機器が床上を暴走し、或いは暴走
した後転倒するおそれは全くない。
【００１３】
　固定具を単にキャスター付き機器下方の床面上における適宜の位置に置いた状態で筒状
体を回転させることにより、キャスター付き機器を床上に極めて容易に固定することがで
きる。
【００１４】
　筒状体を回転させることにより各平板が相互に接離する方向に動くため、キャスター付
き機器の底面の床面からの高さに差異があっても、固定具は支障なく使用することができ
る。
【００１５】
　固定具を取り付けた後、キャスター付き機器を再びキャスターにより走行させる必要が
生じた場合には、筒状体を所定の方向に回転させることにより各平板を相互に接近する方
向に動かして、固定具を取り外せばよい。
【００１６】
　水平状態を維持しなければならないキャスター付き機器の場合には、所定の位置に取り
付けた複数個の固定具における一対の平板間の距離を筒状体を回転することにより調整す
ることによって、該キャスター付き機器の水平状態を確保することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　符号１に示すものは固定具、符号３に示すものは床面、符号５に示すものはキャスター
付き機器、符号７に示すものはキャスター付き機器５の底面９に取り付けられたキャスタ
ーである。
【００１８】
　符号１１ａ、１１ｂに示すものは、相対向する一対の平板である。平板１１ａ、１１ｂ
における相対向する一面１３ａ、１３ｂにはそれぞれリード角が相互に反対方向の雄ねじ
棒１５ａ、１５ｂを突設する。例えば、一方の雄ねじ棒１５ａには右雄ねじ１６ａを形成
し、他方の雄ねじ棒１５ｂには左雄ねじ１６ｂを形成する。
【００１９】
　平板１１ａ、１１ｂにおける他面１７ａ、１７ｂにはそれぞれキャスター付き機器５の
底面９と床面３とに対する粘着手段１９ａ、１９ｂを備えさせる。
【００２０】
　粘着手段１９ａ、１９ｂとしては、例えば、粘着性を備えたゲル状の超軟質ウレタンに
より形成された板状体とする。
【００２１】
　符号２１に示すものは筒状体である。筒状体２１の各端には各雄ねじ棒１５ａ、１５ｂ
の雄ねじ１６ａ、１６ｂに対応する雌ねじ２３ａ、２３ｂを備えさせ、各雄ねじ棒１５ａ
、１５ｂを該筒状体２１の各端における雌ねじ２３ａ、２３ｂに螺合させる。
【００２２】
　即ち、筒状体２１を雄ねじ棒１５ａ、１５ｂに対して回転させることにより各平板１１
ａ、１１ｂが相互に接離する方向に動くようになす。因みに、相互に接離する方向とは、
平板１１ａ、１１ｂ間の間隔を変更させる方向をいう。
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【００２３】
　固定具１をキャスター付き機器５下方の床面３上における適宜の位置に置いた状態で筒
状体２１を回転させることにより、前記一対の平板１１ａ、１１ｂがそれぞれキャスター
付き機器５の底面９と床面３とに粘着手段１９ａ、１９ｂにより固定され、キャスター付
き機器５の荷重がキャスター７にかからないようにした状態でキャスター付き機器５が床
に固定されるようになす。
【００２４】
　前記筒状体２１の各端に各雄ねじ棒１５ａ、１５ｂの雄ねじ１６ａ、１６ｂに　対応す
る雌ねじ２３ａ、２３ｂを直接形成してもよいが（図４参照）、該筒状体２１の各端に各
雄ねじ棒１５ａ、１６ｂの雄ねじ１６ａ、１６ｂに対応する雌ねじ２３ａ、２３ｂを有す
るナット２５ａ、２５ｂを取り付けてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明による固定具の使用状態の一例を示す正面図である。
【図２】同上固定具を示す斜視図である。
【図３】同上固定具を示す断面図である。
【図４】固定具の別の一例を示す断面図である。
【符号の説明】
【００２６】
　１　固定具
　３　床面
　５　キャスター付き機器
　７　キャスター
　９　底面
　１１ａ　平板
　１１ｂ　平板
　１３ａ　一面
　１３ｂ　一面
　１５ａ　雄ねじ棒
　１５ｂ　雄ねじ棒
　１６ａ　右雄ねじ
　１６ｂ　左雄ねじ
　１７ａ　他面
　１７ｂ　他面
　１９ａ　粘着手段
　１９ｂ　粘着手段
　２１　筒状体
　２３ａ　雌ねじ
　２３ｂ　雌ねじ
　２５ａ　ナット
　２５ｂ　ナット
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